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糖尿病と“貼るだけ人工すい臓”

第5回市民公開講座

糖尿病ケアと支援～もし、家族が糖尿病と言われたら？～
12月10日（土）開催！！
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　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM（アイコン））で開 発してい
るナノマシン。ナノマシンの特技のひとつが、目的の組織への「送達」。いわゆる、荷物の
宅配のイメージですね。今号では、ナノマシンがどのようにがん細胞だけに薬を届けられる
のか、その仕組みをご紹介します。
　血管には、血管の外の細胞に酸素や栄養素を取り込むための穴（隙間）が空いています。
正常な細胞近くの血管の隙間はとても小さいのですが、がん細胞は分裂や増殖を急激に行
うため、たくさんの栄養が必要なことから、血管に通常よりも大きな隙間を空けて、栄養を
取り込もうとします。
　一般的に、抗がん剤はとても小さいため、そのまま体に入れるとがん細胞だけでなく、正
常な細胞にも届いてしまいます。とてもよく効く抗がん剤も、正常な細胞にとってはダメー
ジを与えてしまいます。これが、抗がん剤治療における副作用です。
　どうすればがん細胞だけに届けられるでしょうか？私たちは、血管の隙間の大きさの違い
を利用しています。そのままでは小さい抗がん剤でも、ナノマシンに包めば、大きくすること
ができます。つまり、がん細胞近くの血管の隙間を通り抜けられて、正常な細胞近くの血管
の隙間は通れないくらいの大きさにすれば、がん細胞だけに抗がん剤を届けることができる
のです。この「抗がん剤搭載ナノマシン」を利用することで、正常な細胞を守れることから、
副作用を抑えることができます。がんにだけ届くことで、お薬を効果的に使うことができ、
医療費の削減にも繋がります。
　またこの仕組みを応用し、患部だけにナノマシンを届けて、超音波などの物理エネルギー
を利用し、メスを使わずに患部を切除する「ケミカルサージェリー」についても研究を進め
ています。（最近テレビドラマでも話題になりました。）
　抗がん剤搭載ナノマシンについては、いくつかの研究成果が連携先の企業等によって臨
床試験に進んでいます。皆さんに早く届けられるよう、これからも頑張っていきます！

　厚労省の調査*によると「糖尿病が強く疑われる」方は、男性で19.7％、女
性で 10.8％を占めています。糖尿病は初期段階に痛みや症状が出にくいため、
気づかないうちに進行してしまうことが少なくありません。進行すると身体機
能が失われ失明、壊死、腎不全あるいは脳障害等により生活の質が大きく損な
われたり、また、血管が脆くなることで脳卒中、心筋梗塞、大動脈解離といっ
た致死的なケースに陥るリスクが高い病気です。
　血糖値が高い状態が続き、糖尿病が進行すると「膵臓」は疲れ切ってしまい、
インスリンを分泌する能力が低下します。その場合は、インスリンを注射で補
わなければ生きていけない身体になってしまいます。しかしインスリン治療は、
長期的な血糖値の測定や、低血糖の危険性、何よりも自己注射を行うため精神
的・身体的に苦痛を伴います。
　私たちの研究プロジェクトのメンバーである松元 亮博士（東京医科歯科大学・
研究教授）は、患者さん一人一人のQOL向上のため、疲れ切ってしまった「膵臓」
を助ける「貼るだけ人工すい臓」という研究開発に取り組んでいます。この「貼
るだけ人工すい臓」は生体材料や機械を一切使用しません。絆創膏のような小
さな「パッチ」を皮膚に張り付けるだけで、マイクロニードルを通し体内の血
糖値に応じて、痛みを伴うことなく必要な量のインスリンを供給するのです。
仕組みは、みなさんご存じのぷにぷにした「スライム」。マイクロニードルに
はインスリンを含んだスライムが入っており、表皮に刺さり間質液中の血糖値
が高い場合は、スライムが膨潤して緩むことでインスリンが体内に届く仕組み
です。血糖値が正常な場合は、スライムが収縮し「スキン層」という膜に覆わ
れるためインスリンは放出されません。
　「貼るだけ人工すい臓」が実現すると、機械不要で一週間連続使用が可能で、
血糖値測定や自己注射といった精神的・身体的な苦痛や煩わしさから解放され
ます。また、投与量間違いといった命にも関わるミスを防ぐことができます。
＊2019年 厚生労働省「国民健康・栄養調査」

　（監修：東京医科歯科大学研究教授 松元 亮 博士）

　厚生労働省の調査によると「糖尿病が
強く疑われる」方は、男性で19.7％、女性で
10.8％を占めており、自覚症状がなく、
気づいた時には進行しているケースもあ
ります。また、治療を始めたものの効果
が実感できずに放置してしまい、合併症
を引き起こすことも。働く世代、高齢者
や認知症の方が糖尿病と診断されたら？
生活に合わせた糖尿病ケアや最新の治療
技術についてご紹介します。

13:05～ レジリエント健康長寿社会の実現に向けて
一木 隆範　iCONM研究統括／東京大学大学院工学系研究科 教授
13:15～ 家族が糖尿病と言われたら？
土屋 千恵子　市立川崎病院 糖尿病看護認定看護師
13:45～ 「貼るだけ人工すい臓」の社会実装を目指して
松元 亮　東京医科歯科大学 生体材料工学研究所 研究教授
14:15～ パネルディスカッション
 「糖尿病ケアを＜医療・家族・企業＞から考える」
ファシリテーター
　●渡邊 嘉行 総合川崎臨港病院 理事長 (医師・医学博士)
パネリスト（50音順）
　◆沖 俊吾 BIPROGY株式会社
　◆近藤 如子  総合川崎臨港病院 管理栄養士
　◆土屋 千恵子 川崎市立川崎病院 糖尿病看護認定看護師
　◆松元 亮   東京医科歯科大学生体材料工学研究所 研究教授
15:20～ 閉会挨拶
片岡 一則　iCONMセンター長／東京大学名誉教授

●日時 2022年12月10日（土） 13:00～15:30
 （12:45～受付開始）
●場所 Zoomウェビナーによるオンライン開催
●対象 どなたでもご参加いただけます。
●申込方法 12月8日（木）までに
 iCONMホームページよりお申込みください
●問い合わせ先 
　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）
　市民公開講座担当　☎044-589-5700　　

主催 後援
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